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1情報通信審議会における検討体制

＜情報通信技術分科会構成員＞ ＜技術戦略委員会構成員＞
分科会長 尾家 祐二 九州工業大学 学長
分科会長
代理

安藤 真 東京工業大学 名誉教授

石井 夏生利 中央大学国際情報学部 教授
伊丹 誠 東京理科大学先進工学部電子システム工学科 教授
江﨑 浩 東京大学大学院情報理工学系研究科 教授
江村 克己 日本電気（株） ＮＥＣフェロー
大島 まり 東京大学大学院情報学環／生産技術研究所 教授
上條 由紀子 長崎大学研究開発推進機構

FFGアントレプレナーシップセンター 教授
國領 二郎 慶応義塾大学総合政策学部 教授
三瓶 政一 大阪大学大学院工学研究科電気電子情報通信工学専

攻 教授
高橋 利枝 早稲田大学 教授／ケンブリッジ大学「知の未来」研究所

アソシエイトフェロー
長谷山 美紀 北海道大学 副学長／大学院 情報科学研究院長
平野 愛弓 東北大学材料科学高等研究所 主任研究者／電気通信

研究所 教授
増田 悦子 （公社）全国消費生活相談員協会 理事長
森川 博之 東京大学大学院工学系研究科 教授

主査 相田 仁 東京大学大学院工学系研究科 教授
主査
代理

森川 博之 東京大学大学院工学系研究科 教授

秋山 美紀 慶應義塾大学環境情報学部 教授
浅見 徹 （株）国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役社長
飯塚 留美 （一財）マルチメディア振興センター ｼﾆｱ･ﾘｻｰﾁﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
石井 義則 （一社）情報通信ネットワーク産業協会 常務理事
伊藤 伸器 パナソニック株式会社 コーポレート戦略・技術部門 テクノロジー本

部 本部長
今井 哲朗 東京電機大学工学部情報通信工学科 教授
江村 克己 日本電気（株） ＮＥＣフェロー
大島 まり 東京大学大学院情報学環／生産技術研究所 教授
大柴 小枝子 京都工芸繊維大学工芸科学研究科 教授
沖 理子 （国研）宇宙航空研究開発機構 研究領域上席
上條 由紀子 長崎大学研究開発推進機構 FFGｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟｾﾝﾀｰ 教授
川添 雄彦 日本電信電話（株） 常務執行役員 研究企画部門長
児玉 圭司 日本放送協会 理事・技師長
児玉 俊介 （一社）電波産業会 専務理事
小西 聡 （株）KDDI総合研究所 取締役執行役員副所長、先端技術

研究所長 兼 KDDI（株）技術統括本部 技術戦略本部 副
本部長

中沢 淳一 （国研）情報通信研究機構 理事
増田 悦子 （公社）全国消費生活相談員協会 理事長
宮崎 早苗 （株）NTTデータ 公共・社会基盤事業推進部 シニア・スぺシャリス

ト
森田 俊彦 富士通（株） エグゼクティブフェロー

※2022年１月６日現在



これまでの技術戦略委員会における
研究開発戦略の関連情報
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2030年代に期待される社会像⇒「強靱で活力のある社会」

あらゆる場所で、都市と地方、国境、年齢、
障碍の有無といった様々な壁・差違を

取り除き、誰もが活躍できる社会

Inclusive
包摂性

社会的なロスがない、便利で
持続的に成長する社会

Sustainable
持続可能性

不測の事態が発生しても、安心・安全が確保され、
信頼の絆が揺るがない人間中心の社会

Dependable
高信頼性

※Beyond 5G推進戦略（2020年6月総務省）

※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】 ※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】

【論点1】 Beyond 5Gが必要とされる社会的背景
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※技術戦略委員会（2021年11月18日）徳田オブザーバ資料【NICT】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）浅井オブザーバ資料【三菱電機】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）種谷オブザーバ資料【シャープ】

【論点1】 Beyond 5Gが必要とされる社会的背景



5ユースケース

※技術戦略委員会（2021年12月1日）浅井オブザーバ資料【三菱電機】

※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】 ※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

【論点2】 Beyond 5Gの要求条件、考慮事項

※技術戦略委員会（2021年12月1日）種谷オブザーバ資料【シャープ】



6ユースケース【論点2】 Beyond 5Gの要求条件、考慮事項

※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】

※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】
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※技術戦略委員会（2021年11月18日）徳田オブザーバ資料【NICT】

※技術戦略委員会（2021年11月４日）中村オブザーバ資料【B5Gコンソ】

※技術戦略委員会（2021年11月４日）中村オブザーバ資料【B5Gコンソ】

【論点2】 Beyond 5Gの要求条件、考慮事項 ユースケース
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国際競争力

※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

※技術戦略委員会（2021年11月18日）中尾オブザーバ資料【東大】

【論点2】 Beyond 5Gの要求条件、考慮事項



9国際連携

※技術戦略委員会（2021年11月18日）中尾オブザーバ資料【東大】

※技術戦略委員会（2021年11月18日）中尾オブザーバ資料【東大】

【論点2】 Beyond 5Gの要求条件、考慮事項
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ネットワークアーキテクチャ

※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像
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構成要素、関連技術

※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

※技術戦略委員会（2021年12月１日）川添構成員資料【NTT】

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像

※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】
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※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）種谷オブザーバ資料【シャープ】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）山田オブザーバ資料【NEC】

構成要素、関連技術【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像
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※技術戦略委員会（2021年12月1日）浅井オブザーバ資料【三菱電機】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）山田オブザーバ資料【NEC】※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】

構成要素、関連技術

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像
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※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）森田構成員資料【富士通】

構成要素、関連技術

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像
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構成要素、関連技術

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像

※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】
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※技術戦略委員会（2021年12月1日）山田オブザーバ資料【NEC】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）山田オブザーバ資料【NEC】

構成要素、関連技術

【論点3】 Beyond 5Gネットワークの全体像
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※技術戦略委員会（2021年12月1日）種谷オブザーバ資料【シャープ】

【論点5】 今後の検討課題

※技術戦略委員会（2021年11月18日）徳田オブザーバ資料【NICT】

※技術戦略委員会（2021年12月1日）山田オブザーバ資料【NEC】



18

※技術戦略委員会（2021年11月18日）中尾オブザーバ資料【東大】※技術戦略委員会（2021年11月18日）小西構成員資料【KDDI】

【論点5】 今後の検討課題



政府全体の政策動向



新しい資本主義実現会議 緊急提言（令和3年11月8日新しい資本主義実現会議）

Ⅰ. 新しい資本主義の起動に向けた考え方
（略）

成長と分配の好循環の起爆剤として、まずは成長の実現が重要であり、デジタルトランスフォーメーション（DX）や気候変動の解決
に向けたグリーン分野の成長といった科学技術立国を推進し、イノベーション力を抜本的に強化する必要がある。その際、民間がイノ
ベーションを起こし、それを官が支援することを基本とする。

（略）

Ⅱ. 成長戦略
１. 科学技術立国の推進
（１）②デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ、宇宙など先端科学技術の研究開発・実証
科学技術立国の推進に向け、デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ、宇宙といった先端科学技術の研究開発・実証に大胆な
投資を行う。
人工知能や量子など革新的な技術が出現し、イノベーションをめぐる国際的な競争が激化する中、経済安全保障の強化推進の観
点から先端的な重要技術を迅速かつ機動的に育てる必要がある。このため、国が経済安全保障上のニーズに基づき、研究開発のビ
ジョンを設定した上で、その実現に必要な研究開発を複数年度にわたって支援する枠組みを設ける。
長期の野心的な目標に挑戦するムーンショット型研究開発について、カーボンニ ュートラルの実現、人工知能・量子・バイオなど新技術の研究開発力強化、が

んなど日米協力に基づく研究開発の推進を目指して、抜本的に強化する。
小型衛星コンステレーション（多数の衛星群を協調させることで、高速・低遅延通信や高頻度の観測を可能とするシステム）を構築するための実証や国際宇

宙探査（アルテミス計画）の推進など、安全保障・防災等の観点から、宇宙開発利用を加速する。

３. 地方を活性化し、世界とつながる「デジタル田園都市国家構想」の起動
（３）いわゆる６G（ビヨンド５G)の推進
次世代の通信インフラであるいわゆる6G（ビヨンド5G）について、2030年頃の導入を見据えて、研究開発を推進する。このため、
現在使われている電気通信技術に代えて、ネットワークから端末まで全てに光通信技術を活用することにより、基幹ネットワークにおけ
る現在の100倍の通信速度とネットワーク全体における現在の100分の１の超低消費電力を同時に実現する革新的な技術を今後
５年程度で確立することを目指して、ネットワーク技術やコンピューティング技術に関する研究開発を支援する。

20
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コロナ克服・新時代開拓のための経済対策（令和3年11月19日閣議決定）

第３章 取り組む施策
Ⅲ．未来社会を切り拓く「新しい資本主義」の起動
１．成長戦略
（１）科学技術立国の実現
① 科学技術・イノベーションへの投資の強化

デジタル、グリーン、人工知能、量子、バイオ、宇宙、海洋等の分野における先端科学技術の研究開発・実証に大
胆な投資を行い、民間投資を促進する。デジタル分野においては、光技術を使ったコンピューティングとネットワークを
はじめ、次世代の通信インフラであるいわゆる６Ｇ（Beyond５Ｇ）などの開発を加速するとともに、デジタル社
会を支えるデジタル人材の育成を図る。ライフサイエンス分野の強化を図るため、ワクチンや医薬品の国内での開発や
創薬ベンチャーの育成、全ゲノム解析等実行計画の更なる加速・具体化に向けた措置を推進する。また、先端科学
技術をはじめとする多様な分野に係る研究成果の活用や国際標準の戦略的な展開等により、国際競争力の強化
に資する取組を進める。
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総務省の研究開発施策



Beyond5G研究開発促進事業

Ｒ３補正予算 ２００.０億円 Ｒ４当初予算案 １００.０億円
（Ｒ２補正予算 ３００.０億円）

• 2030年代のあらゆる産業・社会活動の基盤となる次世代通信インフラBeyond 5Gについて、官民の叡智を結集して研究開発を実施し、
諸外国に先駆けて早期に実現することで国際競争力を強化。

• Beyond 5Gの実現に必要な要素技術を確立するため、Beyond 5G研究開発の中核機関である国立研究開発法人情報通信研究機構に設置し
た研究開発基金を活用した取組と密接な連携を図りつつ、民間企業や大学等への公募型研究開発を実施。

拡張性

超低消費
電力

超安全・
信頼性

超高速・
大容量

超多数
同時接続

5Gの更なる
高度化

持続可能で新たな価値
の創造

自律性

• 5Gの10倍
（アクセス速度）

•現在の100倍
（コア通信速度）

• 5Gの1/10の
遅延

• 5Gの10倍の
接続数

•現在の
1/100の
電力消費

• セキュリティの
常時確保

• 災害や障害からの
瞬時復旧

•ゼロタッチで機器が
自律的に連携

•機器の相互連携による
あらゆる場所での通信

超低遅延

委託/助成

企業・大学等

公募型研究開発
プログラム

研究開発基金
委託/助成

補助金 委託/助成

Beyond 5Gは、①超高速・大容量、②超低遅延、③超多数同時接続、④自律性、⑤拡張性、
⑥超安全・信頼性、⑦超低消費電力の多様な機能を具備するものであり、必要な研究開発を
一体的に実施することで早期実現を図る。

執行機関

Beyond 5G（6G）
2030年～

総務省の主な研究開発関連予算（Beyond 5G） 24



25Beyond 5G研究開発促進事業（研究開発基金（R2補正予算））の実施体制

 Beyond 5G研究開発促進事業（基金）の研究開発成果の最大化に向けてマネジメント機能を強化するため、研究開発プログ
ラムを統一的に指導及び監督するプログラムディレクター（PD）をNICTに設置。

 PDは、公募（2021年10月11日～11月１日）により、萩本 和男（はぎもと かずお）氏に決定。

［参考］PD略歴（敬称略）

萩本 和男（はぎもと かずお）
（主な略歴）
1980年 東京工業大学 大学院理工学研究科 修了

同 日本電信電話公社 横須賀電気通信研究所 入所
1998年 日本電信電話㈱ 長距離通信事業本部担当部長
2000年 同 NTT未来ねっと研究所研究部長
2005年 同 NTT未来ねっと研究所長
2009年 同 NTT先端技術総合研究所長
2013年 NTTエレクトロニクス㈱ 代表取締役社長
2019年 同 相談役・フェロー
2020年 同 退職

（主な実績等）
• 文部科学省大学設置分科会委員（2012-2014）
• 電子情報通信学会通信ソサイエティ会長（2011）
• IEEE東京支部長（2015-2016）
• IEEE Photonics Society Board of Governor (2015-2017)
• IEEE Industrial Advisory Board member(2017-2020)
• 科学技術振興機構 CREST「次世代フォトニクス」領域アドバイザー

（2015-）

PDの位置付け

企業・大学等

研究開発基金

PDが研究開発プログラムを統一的に指導及び監督

• 研究開発の進捗管理等のマネジメント（研究開発の進捗
状況の把握、研究開発の実施者に対する指示等）

• 研究開発プログラム全体の総合的な調整を行う運営調整
会議の主宰

• 研究開発成果の普及に向けた調査・広報

PD

Beyond 5G研究開発促進事業の研究開発成果の
最大化に向け、主に以下の業務を実施。

https://www.nict.go.jp/info/topics/2021/11/30-1.html



(i) 基幹課題

(ii) 一般課題

① Beyond 5G 機能実現型プログラム
開発目標を具体的かつ明確に定めた研究計画書を作成して
公募。 ハイレベルな研究開発成果の創出を目標とするもの。

（目安： ～10億円/年・件）

研究概要のみを定め、当該開発技術に関する提案を広く
公募。提案者の自由な発想に基づくもの。

（目安： ～５億円/年・件）

採択件数：
(i) 基幹課題 ６件
(ii) 一般課題 20件

Beyond 5G研究開発促進事業（研究開発基金（R2補正予算）の採択課題：総括）

② Beyond 5G 国際共同研究型プログラム 協調可能な技術分野で戦略的パートナーとの連携によるBeyond 5G
実現に向けた先端的な要素技術の国際共同研究開発プロジェクトを
推進。 （目安： ～1億円/年・件）採択件数： ３件

③ Beyond 5G シーズ創出型プログラム
Beyond ５G実現に向けた幅広い多様な研究開発を支援し、
技術シーズ創出からイノベーションを生み出すプログラムを実施。

（目安： ～1億円/年・件）採択件数：
(i) 委託 15件
(ii) 助成 3件程度（予定）
※ 9/30～11/30 NICTにおいて公募を実施

⾰新的な技術シーズやアイディアを有しながら、困難な課題に意
欲的に挑戦するベンチャー・スタートアップ等の中⼩企業を対象
に助成金を交付。

（1助成事業当たり、原則1億円以内（助成率2/3以下））

(i) 委託

(ii) 助成（革新的ベンチャー等助成プログラム（SBIR））
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※令和3年12月末時点

 研究開発プログラムごとにNICTが公募を行い、専門家等による評価委員会の評価を経て、研究開発の実施者を決定。
 令和３年12月末現在、合計4４件（基幹課題６件／一般課題20件／国際共同研究型３件／シーズ創出型（委託）15件）を採択し、
順次研究開発に着手。



Beyond 5G研究開発促進事業（研究開発基金（R2補正予算）の採択課題①）

＜基幹課題＞ ６件

東京工業大学
東北大学、岐阜大学、滋賀県立大学、大阪大学、日本電気㈱、富士通
オプティカルコンポーネンツ㈱、古河電気工業㈱、古河ネットワークソリューショ
ン㈱、楽天モバイル㈱

①Beyond 5G超大容量無線通信を支える次世代エッジク
ラウドコンピューティング基盤の研究開発

(マルチコアファイバ活用、高機能エッジクラウド情報処理基盤）

香川大学
㈱KDDI総合研究所、日本電気㈱、サンテック㈱、古河電気工業㈱

②Beyond 5G超大容量無線通信を支える空間多重光ネッ
トワーク・ノード技術の研究開発

(経済性と転送性能に優れた空間多重光ネットワーク基盤技術）

Ａ 富士通㈱
東京都市大学

③テラヘルツ帯を用いたBeyond 5G超高速大容量通信を
実現する無線通信技術の研究開発

(テラヘルツ波を用いたビーム制御通信システム、テラヘルツ帯通信の高密度化・長距
離化）

Ｂ 早稲田大学
宇宙航空研究開発機構（JAXA）、
日本電信電話㈱、三菱電機㈱

㈱KDDI総合研究所
早稲田大学、千葉工業大学、名古屋工業大学、㈱日立国際電気、
パナソニック㈱

④Beyond 5Gに向けたテラヘルツ帯を活用した端末拡張型
無線通信システム実現のための研究開発

（端末仮想化技術、Radio over Terahertz 技術、Cell Free Massive 
MIMO、ユーザセントリックRAN 技術）

三重大学
㈱日立国際電気、㈱京都セミコンダクター、㈱KDDI総合研究所、東洋電機㈱

⑤Beyond 5G超大容量無線ネットワークのための電波・光
融合無線通信システムの研究開発
（50Gbps/ch級THzトランシーバ、光無線技術、THz・光無線シームレス伝送シ
ステム、DSP遅延低減伝送・信号処理技術、移動体（ドローン、低速走行車）
向けBeyond 5Gフロントホールコア技術）

（注）各課題について、契約が終了する令和4年度に評価委員会によるステージゲート評価を実施
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Ａ ㈱アクセルスペース
東京大学、東京工業大学、

㈱清原光学

⑥Beyond 5G次世代⼩型衛星コンステレーション向け電
波・光ハイブリッド通信技術の研究開発

(LEOコンステレーション用小型衛星搭載電波・光ハイブリッド通信技術、超広帯域
光衛星通信システムの実現に向けた基盤技術）

Ｂ 日本電気㈱

※令和3年12月末時点



＜一般課題＞ ２０件
開発テーマ 実施機関

①Beyond 5Gを活用した安全かつ効率的なクラウドロボティクスの実現 日本電気㈱、大阪大学

②継続的進化を可能とするB5G IoT SoC及びIoTソリューション構築プラットホームの研究開発 シャープ㈱、東京大学、東京工業大学、シャープ福山セミコンダクター㈱、日
本無線㈱

③超低雑音信号発生技術に基づく300GHz帯多値無線通信に関する研究開発 大阪大学、九州大学、東京大学、北里研究所、IMRA AMERICA, INC.

④Beyond 5G時代に向けた空間モード制御光伝送基盤技術の研究開発 日本電信電話㈱、千葉工業大学、住友電気工業㈱、日本電気㈱、古河
電気工業㈱

⑤行動変容と交通インフラの動的制御によるスマートな都市交通基盤技術の研究開発 東京大学、㈱トラフィックブレイン、㈱MaaS Tech Japan

⑥Beyond 5Gで実現する同期型CPSコンピューティング基盤の研究開発 日本電気㈱ 、東京大学

⑦Beyond 5G超高速・超大容量無線通信システムのためのヘテロジニアス光電子融合技術の研究開発 東北大学、早稲田大学、パナソニック㈱、浜松ホトニクス㈱、住友大阪セメン
ト㈱

⑧Beyond 5G通信インフラを高効率に構成するメトロアクセス光技術の研究開発 三菱電機㈱、大阪大学、大阪府立大学、産業技術総合研究所、㈱KDDI
総合研究所

⑨NTNノードのネットワーク化技術開発とカバレッジ拡張ユースケースのシステム開発・実証 スカパーJSAT㈱、日本電信電話㈱、㈱NTTドコモ、パナソニック

⑩スマートモビリティプラットフォームの実現に向けたドローン・自動運転車の協調制御プラットフォームの研究開発 KDDI㈱、アイサンテクノロジー㈱

⑪協調型自律ネットワークの研究開発 沖電気工業㈱、楽天モバイル㈱、名古屋大学

⑫Beyond 5Gに資するワイドバンドギャップ半導体高出力デバイス技術/回路技術の研究開発 ㈱ブロードバンドタワー、名古屋大学、名古屋工業大学、三菱電機㈱

⑬低軌道衛星を利用したIoT超カバレージの研究 東京大学、楽天モバイル㈱

⑭移動通信三次元空間セル構成 ソフトバンク㈱

⑮超低消費電力・大容量データ伝送を実現する革新的EOポリマー/Siハイブリッド変調技術の研究開発 徳島大学、九州大学、会津大学

⑯Beyond 5Gのレジリエンスを実現するネットワーク制御技術の研究開発 東北大学、広島大学、日本電業工作㈱

⑰海中・水中IoTにおける無線通信技術の研究開発 九州工業大学、パナソニック㈱

⑱完全ワイヤレス社会実現を目指したワイヤレス電力伝送の高周波化および通信との融合技術 ソフトバンク㈱、京都大学、金沢工業大学

⑲エマージング技術に対応したダイナミックセキュアネットワーク技術の研究開発 アラクサラネットワークス㈱、慶應義塾、㈱KDDI総合研究所

⑳次世代の5次元モバイルインフラ技術の研究開発 日本電気㈱、電気通信大学、信州大学、NECスペーステクノロジー㈱

（注）各課題について、契約が終了する令和4年度に評価委員会によるステージゲート評価を実施
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※令和3年12月末時点Beyond 5G研究開発促進事業（研究開発基金（R2補正予算）の採択課題②）



＜シーズ創出型（委託）＞ １５件

開発テーマ 実施機関 連携国・地域等
①Beyond 5G超大容量無線通信を支えるテラヘルツ帯のチャネルモデル及びアプリケーションの研究開発 シャープ㈱、京都大学、東京大学 米国 事業者、研究機関

②欧州との連携による300GHzテラヘルツネットワークの研究開発 岐阜大学、早稲田大学、千葉工業大学 欧州 事業者、研究機関

③次世代公衆無線LANローミングを用いたオープンかつセキュアなBeyond 5Gモバイルデータオフローディング 京都大学、㈱Ｌｏｃａｌ２４、東北大
学、国立情報学研究所 欧州 研究機関

29

開発テーマ 実施機関
①テラヘルツ帯チャネルサウンディング及び時空間チャネルモデリング技術の開発 新潟大学、東京工業大学

②GaN系真空マイクロフォトニクス技術による無線通信用ハイパワーテラヘルツ波発生に関する研究開発 九州大学、産業技術総合研究所、名古屋大学、㈱フォトエレクトロンソウル、
大阪大学、早稲田大学

③人間拡張・空間創成型遠隔作業支援基盤の研究開発 東京大学、凸版印刷㈱

④共鳴トンネルダイオードを用いたテラヘルツ無線通信と映像伝送に関する研究開発 大阪大学、ローム㈱、東京工業大学、アストロデザイン㈱、大阪産業技術研
究所

⑤高臨場感通信環境実現のための広帯域・低遅延リアルタイム配信処理プラットフォームの研究開発 神奈川工科大学、大同学園 大同大学、琉球大学、ミハル通信㈱

⑥低コスト・高品質なミリ波・テラヘルツ帯へのB5G対応高周波数移行技術の研究開発 大阪大学、三菱電機㈱

⑦マルチチャネル自動接続を実現する赤外自己形成光接続の研究開発 宇都宮大学、アダマンド並木精密宝石㈱
⑧Intelligent Reflecting Surfaceによるプロアクティブな無線空間制御と耐干渉型空間多重伝送技術の
研究開発 （※）

東北大学、㈱国際電気通信基礎技術研究所

⑨Beyond 5Gの高速通信・低遅延等に適したエッジAIソフトウエアの開発と動作実証に関する研究開発 大阪大学

⑩空間並列チャネル伝送に向けた垂直入射型ナノハイブリッド光変調器・受信器の研究開発 東京大学、浜松ホトニクス㈱、㈱ KDDI総合研究所、静岡大学

⑪B5G超低消費電力高効率ネットワーク構成に向けた高機能材料の研究開発 産業技術総合研究所、慶應義塾、東北大学

⑫低遅延でインタラクティブなゼロレイテンシー映像・Somatic統合ネットワーク 早稲田大学、アストロデザイン㈱、京都大学

⑬超多数・多種移動体による人流・物流のためのダイナミックセキュアネットワークの研究 （※） ジャパンデータコム㈱、早稲田大学

⑭関数型パラダイムで実現するB5G時代の資源透過型広域分散コンピューティング環境 （※）
東京大学、高知工科大学、大阪大学、㈱シティネット、さくらインターネット㈱、
国立情報学研究所

⑮300GHz帯アンテナ評価技術の実用化 （※） ㈱フォトニック・エッジ、7G aa㈱

＜国際共同研究型＞ ３件

（※）特別枠（代表研究責任者が若手研究者（39歳以下等）であるもの、又は代表提案者が中小企業であるもの）での採択

※令和3年12月末時点Beyond 5G研究開発促進事業（研究開発基金（R2補正予算）の採択課題③）



グリーン社会に資する先端光伝送技術の研究開発 グリーン・デジタル社会を実現するための
ICTデバイス研究基盤・開発環境の整備

Ｒ４当初予算案 １４.０億円（新規） Ｒ３補正予算 １７５.０億円（新規）

• オンライン化・リモート化の進展や超高精細度映像、AI等の普
及に伴う通信トラヒック及び消費電力の急増並びに通信需要の
多様化に対応するため、更なる高速大容量化、低消費電力化、
高効率化を実現する先端光伝送技術の研究開発を実施する。

• グリーン・デジタル社会の基盤となる情報通信（ICT）デバイス
の超高効率化や早期の社会実装を実現し、ICT産業自身の省エネ
・グリーン化（グリーンオブデジタル）を推進するため、国立
研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の最先端研究基盤の強
化を図るとともに、民間企業等が利用可能なテストベッド環境
（クリーンルーム等）を整備。

総務省の主な研究開発関連予算（グリーン） 30



量子暗号通信ネットワークの社会実装加速のための
広域テストベッド整備

衛星コンステレーションにおける量子暗号通信を
実現するための光地上局テストベッド環境の整備

Ｒ３補正予算 ９０.０億円（新規）

Ｒ３補正予算 ５０.５億円（新規）

• 複数拠点間を結ぶ量子暗号通信ネットワーク（広域テストベッド）を国
立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）に構築し、社会実装の加速化
に向け実利用を想定した経路制御等のネットワーク構成実証を産学官が
連携して実施。

• 多数の衛星を一体的に運用し機能やサービスを提供する
衛星コンステレーションで不可欠な量子暗号通信について、
天候による影響を回避し、衛星と光地上局の複数地点間の
通信ルートを効率的に切替え可能とする設備をNICTに整備。

量子暗号通信網構築のための研究開発

Ｒ３補正予算 ４.８億円 Ｒ４当初予算案 ２７.５億円

• 現代暗号の安全性の破綻が懸念されている量子コンピュータ時代
において、国家間や国内重要機関間の機密情報のやりとりを安全
に実行可能とするため、グローバル規模での量子暗号通信網の
実現（①衛星-地上間、②地上間の長距離化、③衛星系・地上系
の統合検証）に向けた研究開発を実施する。

総務省の主な研究開発関連予算（量子） 31
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